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GEMINI 
馴染みのある場所から、開けた世界へ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【構築のための破壊】という景色を見事に

描ききったフルアルバム『VANDALIZE』から

約２年。彼らは通算４枚目のアルバムを完

成させた。タイトルは『GEMINI』。双子・

双子座という意味を持つというこのタイト

ルに彼らが込めた想いは、今、彼らが目指

す、理想のバンド像であるという。 

破壊の後に、広がった世界―。 

それは、彼らの目に映し出されてきた景色

と、今、Alice Nine というバンドに求めら

れている景色の共存であった。 

彼らが、今作『GEMINI』を作り上げていく

までの過程と、そこに納めた楽曲へのこだ

わりをロング・インタビューで探っていく

ことにしよう。 

 

 

 



 

いよいよ完成
かんせい

したね、４枚
まい

目
め

のアルバム

『GEMINI』。 

沙我：ですね。『VANDALIZE』から約
やく

２

年
ねん

かけて、いろいろと試行錯誤
し こ う さ く ご

しながら、

やっと自分
じ ぶ ん

たちなりに、Alice Nine ら

しさを形
かたち

に出来
で き

るようになったんじゃ

ないかなって思
おも

える１枚
まい

が作
つく

れたかなと。 

沙我さまは、前号
ぜんごう

のパーソナル・インタ

ビューで、“LUNA SEA だったら

『MOTHER』と『STYLE』が、何
なに

か掴
つか

んで

乗
の

り越
こ

えた後
あと

のアルバムだったように思
おも

うし、L’Arc～en～Ciel だったら、

『True』『Heart』だったと思
おも

う。両方
りょうほう

とも、偶然
ぐうぜん

かもしれないけど、４・５

枚目
ま い め

のアルバムだから、自分
じ ぶ ん

たち Alice 

Nine も、この『GEMINI』が、何
なに

か掴
つか

ん

で乗
の

り越
こ

えた後
あと

のアルバムになるんじゃ

ないかと思
おも

う”って言
い

っていたよね。 

沙我：ですね。偶然
ぐうぜん

なのかもしれないけ

ど、バンドって、いろいろと試行錯誤
し こ う さ く ご

し

ながら、本当
ほんとう

の自分
じ ぶ ん

たちらしさを見
み

つけ

ていくんじゃないかなって思
おも

うんですよ。

自分
じ ぶ ん

たちが目指
め ざ

すバンドの音
おと

と、ファン

の子
こ

たちが求
もと

めている音
おと

がなんであるの

か？正直
しょうじき

、まだまだ全
すべ

てを知
し

り尽
つ

くし

た訳
わけ

ではないし、今回
こんかい

のアルバムだって、

まだまだ試行錯誤
し こ う さ く ご

の中
なか

にあると思
おも

うんで

すけど、でも、『GEMINI』では、今
いま

の

段階
だんかい

での、ひとつの答
こた

えが出
だ

せた気
き

がし

てるというか。 

激
はげ

しいモノもポップなモノも、その

両方
りょうほう

ともが Alice Nine なんだってこと

を、詰
つ

め込
こ

んだ１枚
まい

になったって言
い

って

いたけど、まさに、その言葉
こ と ば

どおりのモ

ノを感
かん

じたアルバムだったよ。今回
こんかい

のア

ルバムを作
つく

る上
うえ

で、立
た

てたコンセプトや

テーマはあったりしたの？ 

将：最初
さいしょ

からテーマを立
た

てて、そこに向
む

かっていったというより、デモが出揃
で そ ろ

っ

た時点
じ て ん

で、沙我くんとのやりとりで、

“地球
ちきゅう

から月
つき

に行
い

くような、開
あ

けた感
かん

じ”

にしようかっていう、ひとつのテーマ的
てき

なモノが上
あ

がってきたんです。つまり、

“馴染
な じ

みのある Alice Nine の世界
せ か い

から、

ディープな Alice Nine の世界
せ か い

へ、みな

さんをお連
つ

れする”っていう１枚
まい

にした

いねって。あとは、自分
じ ぶ ん

たちが目指
め ざ

すバ

ンドの音
おと

と、ファンの子
こ

たちが求
もと

めてい

る音
おと

っていうところにも繋
つな

がってる部分
ぶ ぶ ん

で、この１枚
まい

のアルバムの中
なか

で、Alice 

Nine というバンドの二面性
にめんせい

が見
み

せてい

けたらいいなって思
おも

ったんです。

『GEMINI』っていうのは、そこから来
き

て

ます。GEMINI って双子座
ふ た ご ざ

とか、双子
ふ た ご

っ

ていう意味
い み

があるんですけど、そこから、

表裏一体的
ひょうりいったいてき

なモノにも繋
つな

がればいいなと



 

思
おも

って。根底
こんてい

は同
おな

じなんだけど、相反
そうはん

す

るモノを表現
ひょうげん

したいと思
おも

って、考
かんが

えた

結果
け っ か

に辿
たど

り着
つ

いた言葉
こ と ば

が、GEMINI だっ

たんです。 

なるほどね。それは、将くんと沙我さま

２
ふ

人
たり

のやりとりの中
なか

で生
う

まれたの？ 

将：ですね。５人
にん

で話
はな

し合
あ

ってという感
かん

じではなかったですね。 

沙我：とは言
い

っても、俺
おれ

と将くんとの

勝手
か っ て

な意見
い け ん

という訳
わけ

ではなく、歌詞
か し

を書
か

いていく上
うえ

では、やっぱりテーマ的
てき

なモ

ノって必要
ひつよう

になってくるんで、そこで

必要
ひつよう

なことを話合
はなしあ

ったって感
かん

じだったん

ですけど、ぶっちゃけ、俺
おれ

も自分自身
じ ぶ ん じ し ん

が

作曲
さっきょく

する人間
にんげん

として、あんまり、楽曲
がっきょく

作
つく

りの上
うえ

でテーマって必要
ひつよう

ないんですよ。

時
とき

には（タイアップ的
てき

なことがある場合
ば あ い

など）、テーマに基
もと

づいて作
つく

らなくちゃ

いけないときもあるけど、 曲
きょく

を作
つく

ると

きって、 逆
ぎゃく

に、そういうのってあんま

り必要
ひつよう

じゃないんですよ。作曲者的
さっきょくしゃてき

に

一番
いちばん

に考
かんが

えるところは、“とにかく、

いい曲
きょく

を作
つく

ろう”っていうとこだった

りするんで。でも、やっぱり、歌詞
か し

を担
にな

うヴォーカリストにとっては、歌詞
か し

やタ

イトルを作
つく

っていく上で、テーマってす

ごく大事
だ い じ

なモノでもありますからね。 

ヒロト：そうだね。でも、このアルバム

に 至
いたる

までのシングルの制作
せいさく

段階
だんかい

から、

“馴染
な じ

みのある場所
ば し ょ

から開
あ

けた世界
せ か い

へ”

っていう感
かん

じのテーマは、なんとなく５

人
にん

の中
なか

に生
う

まれてはいたんですよね。 

前
まえ

アルバム『VANDALIZE』から今作
こんさく

まで

の 間
あいだ

には、「華」「閃光」

「Stargazer:」っていう３枚
まい

のシングル

が存在
そんざい

する訳
わけ

だけど、その流
なが

れの中
なか

で、

既
すで

に、“馴染
な じ

みのある場所
ば し ょ

から開
あ

けた

世界
せ か い

へ”っていうテーマは生
う

まれていた

と。 

ヒロト：そう。カッチリとしたテーマと

して置
お

いてた訳
わけ

じゃないけど、“そうい

う方向性
ほうこうせい

でいきたいね”っていう 話
はなし

は

５人
にん

でしてたような気
き

がする。最初
さいしょ

の

話
はなし

にも出
で

て来
き

てたように、『VANDALIZE』

で、タイトルどおり、ひとつ何
なに

かを壊
こわ

し

て、そこで掴
つか

んだモノを、次
つぎ

にどう活
い

か

していくかっていう 話
はなし

をしてたときに、

“シングルでは、みんなが求
もと

めてくれて

るような、いわゆる Alice Nine らしい、

馴染
な じ

みのある楽曲
がっきょく

で攻
せ

めていって、ア

ルバムでは、 逆
ぎゃく

にアーティスト性
せい

の高
たか

い、突
つ

き詰
つ

めた作品
さくひん

を作
つく

っていこう”っ

ていう、大
おお

きな意味
い み

でのテーマみたいな

のは、作曲者
さっきょくしゃ

であるウチの中
なか

にもあり

ましたね。だから、自然
し ぜ ん

とそういう思
おも

い



 

の詰
つ

まった 曲
きょく

作
つく

りになってはいたと思
おも

う。 

なるほどね。今
いま

のヒロトの言葉
こ と ば

は、この

アルバムが見
み

える一言
ひとこと

だったと思
おも

うし、

ここにまで 至
いたる

までの言葉
こ と ば

にしてくれた

気
き

がするな。まさに、「閃光」

「Stargazer:」「蜃気楼」って、このア

ルバムの中
なか

で、すごくシングルっぽさを

光
ひか

らせてるし。でも、かと言
い

って浮
う

いて

る訳
わけ

ではなく、すごく調和
ちょうわ

してるし。

不思議
ふ し ぎ

だよね、そこが。でも、今回
こんかい

、

「華」が入
はい

っていないのはどうしてな

の？ 

沙我：「華」は、当時
と う じ

は新
あたら

しいをころ

へ一歩
い っ ぽ

踏
ふ

み出
だ

せたと思
おも

ってたんですでこ、

でも、今
いま

振
ふ

り返
かえ

ると、『VANDALIZE』の

一部
い ち ぶ

だったなって思
おも

うんですよね。当時
と う じ

「華」を作
つく

り上
あ

げたときは、“すごいキ

ャッチーな 曲
きょく

が出来
で き

た！”と思
おも

ってた

んですけど、今
いま

になって振
ふ

り返
かえ

ったら、

思
おも

いきりが足
た

りなかったというか、まだ

まだその先
さき

の一歩
い っ ぽ

を踏
ふ

み出
だ

せずにいた感
かん

じがするんですよね。だから、今回
こんかい

のア

ルバムの色
いろ

ではないかなと思
おも

って、今回
こんかい

「華」は入
い

れずに、「Stargazer:」のカ

ップリングだった「蜃気楼」を入
い

れるこ

とにしたんですよ。 

「蜃気楼」は虎の作曲
さっきょく

曲
きょく

だけど、虎っ

ぽくない１曲
きょく

でもあったよね。 

虎：ですね。「蜃気楼」は、岡野
お か の

ハジメ

さんというプロデューサーを迎
むか

えての

楽曲
がっきょく

作
つく

りってこともあって、大
おお

きく

変化
へ ん か

した１曲
きょく

ではありましたね。聴
き

い

てて心地
こ こ ち

よいメロディーを、すごく意識
い し き

した１ 曲
きょく

でもありましたからね。

個人的
こじんてき

には、「Stargazer:」終
お

わりから、

具体的
ぐたいてき

にアルバムに向
む

かって動
うご

き出
だ

した

感
かん

はありましたね。ツアー 中
ちゅう

だったこ

こもあって、いろいろと両立
りょうりつ

しながら

スタートしたアルバム制作
せいさく

だったんで、

最初
さいしょ

は正直
しょうじき

、なかなかアルバムに専念
せんねん

出来
で き

る感
かん

じではなかったんですけど、で

も、そういう環境
かんきょう

やライヴ感
かん

もアルバ

ムには意識
い し き

しなくても出
で

てると思
おも

うし、

それがそのときの自分
じ ぶ ん

たちだし、本当
ほんとう

に

今
いま

の Alice Nine が詰
つ

め込
こ

めたアルバム

になったんじゃないかなと思
おも

いますね。 

Nao：今回
こんかい

のアルバムは、岡野
お か の

さんが居
い

てくれたことで、大
おお

きく変
か

われた気
き

がす

る。精神的
せいしんてき

に安心感
あんしんかん

も大
おお

きかったし。

自分
じ ぶ ん

たちだけでやっていたときよりも、

より、作品
さくひん

に広
ひろ

がりを持
も

たせられるよう

な気
き

もしていたのもあって、自分
じ ぶ ん

たちの

曲
きょく

ながら、仕上
し あ

がりが自分
じ ぶ ん

たち的
てき

にも

楽
たの

しみで仕方
し か た

なかったっていうか。デモ



 

の段階
だんかい

から、個人的
こじんてき

に好
この

みの曲
きょく

はあれ

ど、どの 曲
きょく

がアルバム 曲
きょく

として選
えら

ばれ

ても、文句
も ん く

ない曲
きょく

が出揃
で そ ろ

ってたなって

思
おも

いますね。それだけ、メンバーの想
おも

い

が同
おな

じ方向
ほうこう

を向
む

いてたのかなって。 

いままでのアルバム制作
せいさく

では、選曲会
せんきょくかい

のとき、収録
しゅうろく

曲数
きょくすう

ギリギリの曲数
きょくすう

し

かなかったけど、今回
こんかい

は、たくさんの

曲
きょく

が出揃
で そ ろ

ってたって言
い

ってたもんね。 

Nao：そうなんですよ。今回
こんかい

は、具体的
ぐたいてき

に何 曲
なんきょく

あったかしっかり覚
おぼ

えてないけ

ど、かなりの曲数
きょくすう

ありましたからね。 

沙我：かなり意欲的
いよくてき

でしたね。 

ヒロト：個人的
こじんてき

には、アルバム 曲
きょく

とい

う意識
い し き

ではなく、シングルの時期
じ き

とかぶ

ってたのもあって、その流
なが

れで曲作
きょくつく

り

をしてたって感
かん

じだったけど、とにかく、

さっき言
い

ったみたいなことを、常
つね

に意識
い し き

しながら曲作
きょくつく

りをしてましたからね。

今回
こんかい

のアルバムは、沙我くんがすごく

頑張
が ん ば

ってくれてたのもあって、僕
ぼく

は３

曲
きょく

くらいしか作ってないんだけど、

一番
いちばん

変化
へ ん か

があったなって感
かん

じたのは、

「Stargazer:」のときだったかな。「華」

を作
つく

ったあたりから、次
つぎ

のアルバムに向
む

けてのいろいろな挑戦
ちょうせん

はあったから、

今回
こんかい

のアルバムで一気
い っ き

に変化
へ ん か

したってい

う感覚
かんかく

はないかな。 

なるほど。アルバムについて、詳
くわ

しく聞
き

いていきたいんだけど。１曲目
きょくめ

の「I.」

は、SE ではないけど、まさしく、この

アルバムのオープニング SE のような

雰囲気
ふ ん い き

を宿
やど

した１ 曲
きょく

だよね。 

沙我：この曲
きょく

は最初
さいしょ

入
はい

る予定
よ て い

じゃなか

ったんですけど、周
まわ

りの後押
あ と お

しにより、

入
はい

ることになったんです。 

ヒロト：ツアー中
ちゅう

は、この曲
きょく

じゃない

別
べつ

の曲
きょく

をプリプロまで進
すす

めてましたか

らね。 

沙我：「I.」が入
はい

ることになったんで、

その 曲
きょく

は、今回
こんかい

は入
はい

らなかったんです

けど、曲的
きょくてき

には、その別曲
べつきょく

も、いまま

でにやったことのない感
かん

じのサウンドだ

ったし、 曲 調
きょくちょう

だったんですけど、「I.」

の方
ほう

が、このアルバムの中
なか

に入
はい

ったとき、

しっくりくる感
かん

じだったんです。「I.」

は、俺
おれ

が、高校生
こうこうせい

の頃
ころ

に作
つく

った 曲
きょく

なん

ですよ。ちゃんとデータで残
のこ

しておいた

訳
わけ

ではなかったんですけど、脳内
のうない

にずっ

と残
のこ

っていた曲
きょく

で、いつか形
かたち

にしたい

なって思
おも

ってたんですよ。 

そうなの？それは意外
い が い

。むしろ、今回
こんかい

の

アルバムは、この 曲
きょく

が生
う

まれたことで、

広
ひろ

がっていった１枚
まい

だったんじゃない

か？って思
おも

ったくらいだったから。それ



 

に、「I.」は、「Stargazer:」や「蜃気

楼」とも、４曲目
きょくめ

の「4U」とも、すごく

深
ふか

く繋
つな

がっている空気感
くうきかん

も感
かん

じたし。 

沙我：たしかに、結果的
けっかてき

にそう感
かん

じさせ

るモノになりましたね。「I.」は、スト

リングスがメインの楽曲
がっきょく

を作
つく

りたくて

作
つく

った１ 曲
きょく

だったんです。なので、バ

ンドサウンドとかは、まったく意識
い し き

して

ないと言
い

ってもいいですね。 

虎：「I.」に始
はじ

まって、 頭
あたま

の方
ほう

は、す

ごく聴
き

きやすい楽曲
がっきょく

でまとめられてる

気
き

がするんですよね。でも、中盤
ちゅうばん

以降
い こ う

がちょっとマニアックになっていく感
かん

じ

でまとめられてますね。 

将：歌詞的
か し て き

な繋
つな

がりの部分
ぶ ぶ ん

で言
い

うと、俺
おれ

の中
なか

で、「I.」と「4U」は繋
つな

がってます

からね。自分
じ ぶ ん

のことと、貴方
あ な た

のこと。そ

んな繋
つな

がりも、今回
こんかい

のアルバムの流
なが

れの

中
なか

では、面白
おもしろ

い位置
い ち

に置
お

かれてるんじゃ

ないかなと思
おも

いますね。ちなみに、ラス

ト 曲
きょく

の「birth in the death」とかは、

１曲
きょく

のなかで、アルバムのテーマでも

あった二面性
にめんせい

を表現
ひょうげん

した歌詞
か し

だったり

もするんですけど、そこは、今回
こんかい

のアル

バムのテーマがあったからこそ生
う

まれて

きた歌詞
か し

だと思
おも

うし。今回
こんかい

、歌詞的
か し て き

には、

いろいろと遊
あそ

べてる気
き

がしますね。 

なるほど。アルバムのオープニングをイ

メージされる「I.」から、どう流
なが

れてい

うのかな？という期待感
きたいかん

の中
なか”

“そうくる

んだ！”的
てき

な驚
おどろ

きもあった、へヴィナ

ンバー「RUMWOLF」。これはヒロトの 曲
きょく

ですが。 

ヒロト：この曲
きょく

は、沙我くんとの合作
がっさく

なんですけど、 曲 調
きょくちょう

の感
かん

じ的
てき

には、

『VANDALIZE』の 7曲目
きょくめ

に収録
しゅうろく

されてた、

「www.」に似
に

た雰囲気
ふ ん い き

かなと。この 曲
きょく

は、最初
さいしょ

、“アルバムの中
なか

に１ 曲
きょく

、

馬鹿
ば か

な曲
きょく

が欲
ほ

しいよね”っていう 話
はなし

に

なったんですよ。「Stargazer:」で、

岡野
お か の

さんと一緒
いっしょ

に音作
おとづく

りをするようにな

って、しょっと古
ふる

いロックンロールをや

ってみようかっていう 話
はなし

になったこと

があって、古
ふる

いロックンロールを聴
き

いた

りしてたんです。そのとき、自分的
じぶんてき

にも、

ちょうど、シンプルなロックンロールリ

フの 曲
きょく

がやりたいなっていうときだっ

たんで、まず、そこの部分
ぶ ぶ ん

を素直
す な お

に 形
かたち

にしてみたんです。それを元
もと

に、沙我く

んが１ 曲
きょく

の楽曲
がっきょく

にまとめてくれたって

いう流
なが

れでしたね。 

沙我：あ、これ、ヒロトファンに恨
うら

まれ

ると嫌
いや

なんで、一応
いちおう

弁解
べんかい

しといていいで

す（笑）？俺
おれ

が、ヒロトが持
も

ってきたリ

フを奪
うば

って１曲
きょく

にまとめたっていうん

じゃなく、今回
こんかい

のアルバムの中
なか

に、どう



 

してもヒロト 曲
きょく

を入
い

れたかったんで、

“このリフを１ 曲
きょく

の 形
かたち

にして入
い

れよ

う！”って、斡旋
あっせん

したんですよ！だから、

ヒロトのリフを奪
うば

って俺
おれ

が１曲
きょく

に仕上
し あ

げたんじゃなく、俺
おれ

が、ヒロトのリフを

救
すく

ったっていう 形
かたち

だったんで、ヒロト

ファンのみなさん、俺
おれ

の恨
うら

まないように

（笑）！ 

虎：あはははは。 

ヒロト：そんな文句
も ん く

を言
い

うヒロトファン

は居
い

ないと信
しん

じたい（笑）！ 

沙我：だから、この曲
きょく

で俺
おれ

が上手
じょうず

に 行
おこな

ったときは、“ふんっ”ってしないで、

むしろ、“沙我さま、ありがとう！”っ

ていう優
やさ

しい目
め

であたたかく迎
むか

えて欲
ほ

し

いなと。ヒロトファンのみなさま（笑）。 

間奏
かんそう

ではベース、結構
けっこう

フィーチャーして

るけどね（笑）。 

虎：弁解
べんかい

しておきながら、“結局
けっきょく

目立
め だ

ってるんじゃん、ベース！”みたいな

（笑）。 

沙我：一瞬
いっしゅん

ですから！せっかく弁解
べんかい

し

たのに台無
だ い な

しじゃないですか（笑）！ 

ヒロト：大丈夫
だいじょうぶ

、ヒロトファンはそんな

こと気
き

にしないから（笑）！ 

間奏
かんそう

にホーンを入
い

れてたりするよね。ブ

ラスの音
おと

って強
つよ

いから、ブラス部分
ぶ ぶ ん

が

際立
き わ だ

つことが多
おお

いけど、この 曲
きょく

の

不思議
ふ し ぎ

なところは、そこまでブラスを立
た

たせないで加
くわ

えているところもポイント

だよね。 

沙我：ですね。ブラスを、こういうへヴ

ィなロックに加
くわ

えていくのって、結構
けっこう

勇気
ゆ う き

がいるんですけど、いい意味
い み

で、キ

ャッチーにもポップにもなったし、あり

きたりな感
かん

じにならなくて良
よ

かったなっ

て、自分
じ ぶ ん

たち的
てき

にも思
おも

いましたね。最初
さいしょ

は、もっとオルタナティブだったんです

よ。 

ブラスを入
い

れようというのは、沙我さま

の意見
い け ん

だったの？ 

沙我：最初
さいしょ

に、岡野
お か の

さんが“入
い

れてみる

のも面白
おもしろ

いと思
おも

うよ”っていうアイディ

アをくれたんですよ。で、“どう？”っ

て聞
き

かれたんで、やってみるのも面白
おもしろ

そ

うだなって思
おも

ったんで、挑戦
ちょうせん

してみた

んですよ。そしたら、いい化学変化
か が く へ ん か

が生
う

まれたというか。そういうとき、やっぱ

り、自分
じ ぶ ん

たちだけでやってたら、出
で

て来
こ

ない斬新
ざんしん

な意見
い け ん

があると、冒険
ぼうけん

出来
で き

るな

って思
おも

うんですよね。 

Nao：たしかに。でも、この頭
あたま

の流
なが

れ、

いい感
かん

じですよね。「I.」、

「RUMWOLF」、「Stargazer:」、「4U」、

「蜃気楼」っていう流
なが

れね。でもね、俺
おれ

、

近
ちか

い将来
しょうらい

、絶対
ぜったい

に、逆
ぎゃく

から再生
さいせい

すると

思
おも

いますね（笑）。 

どうして？ 



 

Nao：いや、なんとなくなんですけどね

（笑）、流
なが

れに飽
あ

きたら、自分的
じぶんてき

な流
なが

れ

を作
つく

って聴
き

いてもらっても楽
たの

しいアルバ

ムなんじゃないかなって思
おも

うんですよ。

そこが、今回
こんかい

のアルバムの俺
おれ

のオススメ

な部分
ぶ ぶ ん

ですね。 

沙我：岡野
お か の

さんに、曲 順
きょくじゅん

をナメるなっ

て言
い

われましたからね（笑）。 

たかが曲 順
きょくじゅん

、されど 曲 順
きょくじゅん

ってこと？ 

沙我：そうですそうです！聴
き

き手
て

が後
あと

か

ら自分
じ ぶ ん

の好
この

みで並
なら

び替
か

えて聴
き

いてくれる

のは、すごくいいことだけど、提示
て い じ

する

側
がわ

が１枚
まい

のアルバムとして 曲
きょく

を並
なら

べる

ときは、とにかく何度
な ん ど

も聴
き

き返
かえ

して、

慎重
しんちょう

に並
なら

べろって言
い

われましたからね。 

たしかに。 曲
きょく

の並
なら

びによって、すごく

聞
き

こえ方
かた

が変
か

わってくるからね。 

将：そこは大
おお

きいと思
おも

いますね。今回
こんかい

、

特
とく

にそこまでヘヴィーな印象
いんしょう

のハード

な楽曲
がっきょく

がない中
なか

で、この 曲
きょく

と、

「KING&QUEEN」は、サービス 曲
きょく

という

か、立
た

ってる２ 曲
きょく

なんじゃないかなと。

「RUMWOLF」は、直訳
ちょくやく

すると、

“ 羊 狼
ひつじおおかみ

”ですが。この歌詞
か し

と

「KING&QUEEN」は、すごく遊
あそ

べて書
か

けた

歌詞
か し

でしたからね。ここら辺
へん

の曲
きょく

を、

他
ほか

の楽曲
がっきょく

たちの中
なか

に、どう置
お

いていく

かっていうのは、 考
かんが

えた部分
ぶ ぶ ん

でもあり

ましたね。 

沙我：今回
こんかい

、あまりにも激
はげ

しい 曲
きょく

が無
な

さ過
す

ぎるねってことになり、まさに、

「RUMWOLF」と「KING&QUEEN」は、最後
さ い ご

に付
つ

け足
た

す感
かん

じで作
つく

りましたからね。 

「RUMWOLF」と「KING&QUEEN」の２ 曲
きょく

が

最初
さいしょ

なかったとなると、相当
そうとう

柔
やわ

らかい

印象
いんしょう

の１枚
まい

だったんだね。 

将：そう。始
はじ

めはね。 

ぼんやりした感
かん

じというか。まさに、UK

系色
けいいろ

の濃
こ

い１枚
まい

だったというか。 

沙我：ですね。なんか、そんな気分
き ぶ ん

だっ

たんです。長
なが

くバンドをやってくると、

激
はげ

しい音楽
おんがく

じゃないところに惹
ひ

かれる

時期
じ き

ってあると思
おも

うんですよ。そんな

時期
じ き

もちょうど重
かさ

なったのかなって思
おも

っ

てて。でも、またやりたくなるんですよ、

頭
あたま

振
ふ

りたくなるような激
はげ

しいロックも。

だから、ファンのみんなには、悲
かな

しまな

いでほしいですけどね。激
はげ

しい音楽
おんがく

をや

らなくなる訳
わけ

じゃないんで（笑）。 

将：頭
あたま

振
ふ

れる音楽
おんがく

って、わかりやすい

部分
ぶ ぶ ん

が多
おお

いですからね。ノリとかが。 

頭
あたま

振
ふ

れない音楽
おんがく

って、どう聴
き

いたたい

いのか解
わか

らないっていうかね。優
やさ

しい

音楽
おんがく

が、ぬるく聴
き

こえてしまっていた

時期
じ き

っていうのは、絶対
ぜったい

にある。でも、



 

だんだん、精神的
せいしんてき

にノレるというか、入
い

れる音楽
おんがく

を心地
こ こ ち

よく想
おも

う年齢
ねんれい

がきて。 

Nao：すごく解
わか

る（笑）。 

沙我：音楽
おんがく

はジャンルで聴
き

くモノじゃな

いんだっていうのを、年齢
ねんれい

を重
かさ

ねると知
し

ることになるんですよね。 

そうだね。このアルバムは、そういう

意味
い み

で、すごく音楽
おんがく

の楽
たの

しみ方
かた

を教
おし

えて

くれてるうように１枚
まい

な気
き

がするよ。 

ヒロト：そう感
かん

じてもあえたら嬉
うれ

しいな。 

沙我：でも、やっぱ、ウチら的
てき

にも、ラ

イヴでは 頭
あたま

振
ふ

りたいんで（笑）、ここ

は激
はげ

しいロックも入
い

れとかないとねって

ことで、入
い

れることにしたんです、

「RUMWOLF」と「KING&QUEEN」。こうい

う曲
きょく

たちは、ファンの子
こ

は絶対
ぜったい

好
す

きだ

と思
おも

いますからね。 

将：そういう意味
い み

で、この２ 曲
きょく

は、サ

ービス曲
きょく

なんです（笑）。ファン的
てき

に

は、「閃光」がすごい人気
に ん き

だったりする

んで。 

そうなんだ！「閃光」って、ある意味
い み

、

すごく昔
むかし

のメタルの臭
にお

いがする楽曲
がっきょく

だ

ったから、個人的
こじんてき

には最高
さいこう

に好
この

みな

楽曲
がっきょく

だったんだけど、今
いま

の若
わか

い子
こ

たち

が聴
き

いて、どう想
おも

うのかな？って、すご

く興味
きょうみ

があったというか。 

虎：すごい好
す

きみたいですよ、ファンの

子
こ

たちは。ウチら的
てき

にも、どういう反応
はんのう

が返
かえ

ってくるのか楽
たの

しみな１曲
きょく

だった

んですけど、“あ、なるほど、こういう

の好
す

きなんだ！”って思
おも

いましたからね。 

将：ちなみに、「閃光」は、８年来
ねんらい

の付
つ

き合
あ

いになる、ナイトメアの RUKA さん

が、“「閃光」、いい 曲
きょく

じゃん！”っ

て初
はじ

めて褒
ほ

めてくれた１ 曲
きょく

でもありま

したからね（笑）！ 

Nao：へぇ～そうなんだ！それ初耳
はつみみ

なん

だけど！でも、それ嬉
うれ

しいね！ 

初
はじ

めてって（笑） 

将：（笑）。でも、そのとき、“どうし

て最後
さ い ご

に、もう一回
いっかい

サビが来
こ

ないのか、

沙我くんに聞
き

きたい”って言
い

ってた

（笑）。 

虎：あははは。RUKA さんだったら、

最後
さ い ご

にもう一回
いっかい

サビを持
も

ってくるってい

うことなんだろうね（笑）。 

Nao：たしかに（笑）。だろうね。で、

その質問
しつもん

に対
たい

してどうなの？ 

沙我：なんでだろ（笑）？そこで完結
かんけつ

さ

せちゃったという（笑）。あ、ちなみに、

今
いま

、褒
ほ

められたから言
い

う訳
わけ

じゃないです

けど、ナイトメアの新曲
しんきょく

の「D線上
せんじょう

の

トラジェディ」、すごいいい曲
きょく

だなっ

て思
おも

ってらんですよ！って、この原稿
げんこう

に

書
か

いておいて下
くだ

さい（笑）！ 



 

あ。ちなみに、「D線上
せんじょう

のトラジェティ」

は、咲人
さ き と

の曲
きょく

なのね。 

沙我：あ………。 

一同
いちどう

：（爆笑
ばくしょう

）。 

Nao：ま、でも、ナイトメアの曲
きょく

である

ことには変
か

わりないからね（笑）。 

そうだね。どんまい（笑）！ 

沙我：あ（笑）。でも、俺
おれ

、ナイトメア

の「D線上
せんじょう

のトラジェディ」を聴
き

いたと

きに、正直
しょうじき

、Alice Nine の「閃光」を

通
つう

じるモノがあると思
おも

ったんですよ。な

んていうのかな、いい意味
い み

で古
ふる

いロック

を感
かん

じたというか。ドラマティックであ

りながら、すごくロックしてる感
かん

じの

世界観
せかいかん

が、近
ちか

いなって思
おも

ったんです。 

解
わか

る。同
おな

じ温度
お ん ど

を放
はな

ってる 曲
きょく

だよね。

でもね、今回
こんかい

のアルバムを不思議
ふ し ぎ

に思
おも

っ

たのは、UK っぽいぼんやりとした 美
うつく

し

い世界観
せかいかん

もありつつ、すごく古
ふる

いロック

を感
かん

じる１枚
まい

だったこと。 

沙我：たしかに、今回
こんかい

のアルバムって、

古
ふる

めな音
おと

かも（笑）。今風
いまふう

な感
かん

じがない

っていうか。ナイトメアに続
つづ

き、いろん

なバンドの名前
な ま え

を上
あ

げて話
はな

しちゃいます

けど（笑）、ムックの『カルマ』とは

対極
たいきょく

なアルバムなのかも。ムックの

『カルマ』って、すごく今
いま

っぽいアルバ

ムだと思
おも

うんですよ。もちろん、そこが

すごいカッコイイなと思
おも

ったんです。今
いま

っぽい音
おと

を取
と

り入
い

れながら、昔
むかし

からの

ムックらしさを 失
うしな

ってないとこが、す

ごいなって思
おも

ったというか。それって、

実際
じっさい

にやろうと思
おも

いますからね。でも、

それをちゃんと 形
かたち

に出来
で き

てて、すごい

なって思
おも

ったんです。そこに比
くら

べて、ウ

チらの『GEMINI』って、 新
あたら

しい、今
いま

っ

ぽい音
おと

を取
と

り入
い

れた挑戦
ちょうせん

じゃなく、古
ふる

くから存在
そんざい

してるモノを、自分
じ ぶ ん

たちらし

く表現
ひょうげん

してる感
かん

じというか。もちろん、

そこがバンドにとっては大
おお

きなチャレン

ジな訳
わけ

ですけど。 

そうだね。単
たん

なる焼
や

き直
なお

しってことには

なっていない、Alice Nine の個性
こ せ い

を感
かん

じるモノだから、そこがすごく不思議
ふ し ぎ

な

んだよね。 

ヒロト：たしかに、そういう意味
い み

では、

『VANDALIZE』の方
ほう

が、新
あたら

しいジャンル

への挑戦
ちょうせん

があったというか、やっぱり

壊
こわ

した感
かん

はあったというか。 

「KING&QUEEN」なんかも、オールドロッ

クな臭
にお

いがすると思
おも

うからね。この 曲
きょく

は虎の作曲
さっきょく

曲
きょく

だけど、虎的
てき

には、どう

いう景色
け し き

を思
おも

い浮
う

かべて、この 曲
きょく

を作
つく

っていったの？ 

虎：この 曲
きょく

は、まさに、沙我くんから、

“激
はげ

しい曲
きょく

が欲
ほ

しいから、なんか、こ



 

のアルバムの中
なか

に入
い

れることを意識
い し き

した

上
うえ

で、激
はげ

しい曲作
きょくつく

ってほしい”って言
い

われたんですよ。それで、“んじゃ、こ

んなんどう？”的
てき

な感
かん

じ作
つく

ってみたんで

すよ。 

“キンキンキーン”って音階
おんかい

を上
あ

がって

いくような、高
たか

いキーの 曲
きょく

始
はじ

まりも、

ズクズク系
けい

のギターも、ベケベケ系
けい

のベ

ースも、往年
おうねん

のロックを感
かん

じたというか。 

虎：ズクズク系
けい

のギター曲
きょく

もね、王道
おうどう

と言
い

えば王道
おうどう

じゃないですか。だから、

どうありふれた 曲
きょく

にしないように、 新
あたら

しく生
う

み出
だ

していくかっていうのを、す

ごく 考
かんが

えたとこでしたね。いままでも、

アルバムの中
なか

に１曲
きょく

は、ズクズク系
けい

の

曲
きょく

、入
い

れてきましたしね。今回
こんかい

のこの

曲
きょく

は、このアルバムの中
なか

に入
はい

ることを

前提
ぜんてい

に書
か

いた、ズクズク系
けい

の曲
きょく

だった

んで、そこの 新
あたら

しさは感
かん

じてもらえる

んじゃないかなと思
おも

いますね。 

Nao：ちなみに、ギターがズクズクして

たんで、ドラムもドコドコ攻
せ

めてみまし

た。アルバムの中
なか

でも、すごくいいフッ

クになってる 曲
きょく

だと思
おも

うので、この 曲
きょく

に行
ゆ

き着
つ

くのを、楽
たの

しみにしててほしい

ですね。 

将：この曲
きょく

は、歌
うた

メロのキーも相当
そうとう

高
たか

いですからね。ライヴでやるときは、

結構
けっこう

大変
たいへん

そうだなって思
おも

いますもん。

歌詞
か し

は、曲
きょく

に対
たい

して、キャラクター付
づ

けした感
かん

じでしたね。 曲
きょく

のキャラクタ

ーをより伝
つた

えるために、ラッピングの

作業
さぎょう

をしたというか。すごく自由
じ ゆ う

に書
か

け

た歌詞
か し

でした。メッセージ性
せい

を大事
だ い じ

にし

たというより、いろんな受
う

け取
と

り方
かた

が

出来
で き

るような、意味
い み

がないのを楽
たの

しんで

いるような歌詞
か し

なので、そこを楽曲
がっきょく

を

一緒
いっしょ

に楽
たの

しんでもらえたらなと思
おも

います

ね。 

なるほど。そして、ちょっと異色
いしょく

だと思
おも

ったのは、９曲目
きょくめ

の「風凛」。これは、

和
わ

な感
かん

じというか。 

将：俺
おれ

、この曲
きょく

を聴
き

いて、安全地帯
あんぜんちたい

だ

と思
おも

ったんですよ。そしたら、沙我くん

に、ジェームス・ブラウンだって言
い

われ

たんです。 

へ！？ジェームス・ブラウン！？この

曲
きょく

が？？ 

沙我：そう（笑）。いやいや（笑）、

曲
きょく

自体
じ た い

は、和
わ

って感
かん

じてもらったよう

に、ぶっちゃけ、めちゃめちゃ演歌
え ん か

なん

ですよ、この 曲
きょく

。そのとき、“あ、そ

ういうことか！”って気付
き づ

いたんですよ。

なるほど、演歌
え ん か

とジェームス・ブラウン

って同
おな

じことなんだって。 

それは、ソウル的
てき

な面
めん

で？ 



 

沙我：そうですそうです。 

なるほど。たしかに。演歌
え ん か

は日本
に ほ ん

のソウ

ルだからね（笑）！ 

沙我：そう。発見
はっけん

だったんですよ、自分
じ ぶ ん

の中
なか

で。ソウルな世界
せ か い

を日本人
にほんじん

がやった

ら、演歌
え ん か

になるんだっていう。 

ヒロト：むしろ、和
わ

っぽいって言葉
こ と ば

を濁
にご

すより、演歌
え ん か

っぽいって言
い

わないと伝
つた

わ

らないのかなって思
おも

う。 

そうだね。正直
しょうじき

、聴
き

いたとき、“うわ

っ。演歌
え ん か

っぽ！”って思
おも

ったんだけど、

今
いま

、こうしてインタビューで話
はな

すときは、

“演歌
え ん か

っぽいね”って言
い

っちゃうのを

躊躇
ちゅうちょ

した自分
じ ぶ ん

が居
い

たんだよね。 

沙我：その感覚
かんかく

は解
わか

りますけどね、なん

か、“ソウル＝カッコイイ”のに、

“演歌
え ん か

＝ダサイ”みたいな感
かん

じというか。

正直
しょうじき

、自分
じ ぶ ん

も最初
さいしょ

は、演歌
え ん か

っていうジ

ャンルに抵抗
ていこう

があった人間
にんげん

なんですけど、

でも、演歌
え ん か

というジャンルを調
しら

べていく

と、やっぱりそこは、ジェームス・ブラ

ウンなんですよ（笑）。だから、今
いま

はこ

の曲
きょく

を、演歌
え ん か

っぽいって表現
ひょうげん

してもら

っても、まったく抵抗
ていこう

がないですね。 

将：むしろ、“演歌
え ん か

をこんなにロックに

聴
き

かせられる Alice Nine ってカッコ良
よ

くない？”って感
かん

じだよね（笑）。 

沙我：そうそう。やっぱ、日本
に ほ ん

のロック

って、どこか演歌
え ん か

なところありますから

ね。メロとか空気感
くうきかん

とか。本当
ほんとう

にソウル

な部分
ぶ ぶ ん

なんだと思
おも

うんですよ。 

虎：演歌
え ん か

とは！【日本
に ほ ん

の大衆
たいしゅう

音楽
おんがく

のジ

ャンルの１つであり、日本人
にほんじん

独特
どくとく

の感覚
かんかく

や、情念
じょうねん

に基
もと

づく娯楽的
ごらくてき

な歌曲
かきょく

の分類
ぶんるい

とされている。演歌
え ん か

が用
もち

いる音階
おんかい

の多
おお

く

は、日本
に ほ ん

古来
こ ら い

の民謡
みんよう

等
など

で歌
うた

われてきた

音階
おんかい

を平均律
へいきんりつ

に置
お

き換
か

えた五音
ご い ん

音階
おんかい

（ペ

ンタトニック・スケール）が用
もち

いられる

こよが多
おお

い。すなわり、西洋
せいよう

音楽
おんがく

の７

音階
おんかい

から第
だい

４音
おと

と第
だい

７音
おと

を外
はず

し、第
だい

５音
おと

と第
だい

６音
おと

をそれぞれ第
だい

４音
おと

と第
だい

５音
おと

にす

る、五音
ご い ん

音階
おんかい

を使用
し よ う

することから、４と

７を抜
ぬ

くヨナ抜
ぬ

き音階
おんかい

と呼
よ

ばれている】

らしいよ。 

Nao：調
しら

べたの（笑）？ 

虎：そう。今
いま

ね、Wikipedia で（笑）。 

そうなんだ！でも、まさに、ペンタトニ

ック・スケールといえば、ブルースで用
もち

いられる音階
おんかい

でもあるからね。 

沙我：ね。すごいでしょ。なんか感動
かんどう

し

ません？ブルースっていうと、すごいカ

ッコイイって思
おも

うんだけど、演歌
え ん か

ってい

うと抵抗
ていこう

があったのはどうしてだろう？

って。演歌
え ん か

はブルースなんだって思
おも

った

ら、すごい納得
なっとく

しちゃって。でも、なん



 

か、まんま演歌
え ん か

な感
かん

じはやっぱ嫌
いや

だった

というか。そこには魅力
みりょく

を感
かん

じないんで、

ちゃんと演歌
え ん か

をロックにしたかったんで

すよね。 

将：そこは沙我くんにすごく言
い

われまし

たね。演歌
え ん か

がやりたい訳
わけ

じゃないって。

あくまでも、そのソウル感
かん

がほしいんだ

って。なので、そこはすごく気
き

をつけま

したね。岡野
お か の

さんが、この 曲
きょく

にはキー

ボードがあった方
ほう

がいいっていうので、

そういうフレーズを得意
と く い

とするキーボー

ティストの人を連
つ

れて来
き

てくれたんです

けど、その人にも、演歌
え ん か

にはしたくない

んだっていうことを、すごく 話
はなし

をして、

完成型
かんせいがた

に 導
みちび

いていったんです。 

ヒロト：ちょうど僕
ぼく

、鍵盤
けんばん

を入
い

れてると

き立
た

ち合
あ

ってたんですけど、そこはすご

い気
き

をつけてもらいましたからね。本当
ほんとう

にスレスレのラインだと思
おも

うんで。 

そうだね。 

将：今
いま

、すごく流行
りゅうこう

ってる、アーティ

ストは歌
うた

う日本
に ほ ん

の R&B って呼
よ

ばれてるジ

ャンルって、すごく演歌
え ん か

だと思
おも

いますか

らね、根本
こんぽん

は。そこを、いかに自分
じ ぶ ん

たち

らしく化
ば

けさせるかっていうところだと

思
おも

うんですよね。 

沙我：俺
おれ

、THE YELLOW MONKEY がすごく

好
す

きなんですけど、イエモンの 曲
きょく

って、

すっごいロックだと思
おも

うんですよ。でも、

やっぱり根本的
こんぽんてき

な部分
ぶ ぶ ん

に、歌謡曲
かようきょく

と演歌
え ん か

を感
かん

じるんですよね。そこがあるからこ

そ、こんなにも惹
ひ

かれるのかなって、

改
あらた

めて思
おも

いましたからね、ただ、洋楽
ようがく

のロックを真似
ま ね

てるだけじゃない、自分
じ ぶ ん

たちのロックを築
きず

き上
あ

げてるところに、

魅力
みりょく

を感
かん

じてた訳
わけ

で。今回
こんかい

、この 曲
きょく

を

作
つく

って、演歌
え ん か

とジェームス・ブラウンが

重
かさ

なったことで。そこは自分
じ ぶ ん

にとって、

すごく大
おお

きな発見
はっけん

でしたね。 

ヒロト：それ、すごい解
わか

る。この 曲
きょく

っ

て、最初
さいしょ

のイメージとレコーディングを

進
すす

めていく段階
だんかい

で、すごく景色
け し き

が変化
へ ん か

し

てった感
かん

じでしたね。リズムを録
と

った

段階
だんかい

で、一気
い ち き

に景色
け し き

が変
か

わった感
かん

じがし

ましたからね。ベースも、見
み

たことのな

いようなベースだったし。なんか、ウッ

ドベースを無理矢理
む り や り

エレキベースにした

感
かん

じのベースで。ナイロンの弦
つる

だったよ

ね。 

沙我：そう！めちゃめちゃ変
へん

なベースで

したよ。指
ゆび

を置
お

けないというか、固定
こ て い

出来
で き

ないんですよ。とにかく、衝撃
しょうげき

で

したね。この 曲
きょく

には、このベースの方
ほう

がいいんじゃないかって、岡野
お か の

さんが持
も

ってきてくれたんですよ。 



 

ヒロト：でも、そのベースでリズム隊
たい

が

録
と

った音
おと

を聴
き

いて、一気
い ち き

にイメージが広
ひろ

がりましたからね。そこから、すごく

面白
おもしろ

い曲
きょく

だなって思
おも

いましたね。正直
しょうじき

、

沙我くんから 曲
きょく

の原曲
げんきょく

を聴
き

かせてもら

ったとき、不安
ふ あ ん

だったんですよ。“ん～、

どうなるのかな？”みたいな。Alice 

Nine の楽曲
がっきょく

としては、馴染
な じ

みのない感
かん

じだったんで、若干
じゃっかん

の迷
まよ

いがあったと

いうか。見
み

えなかったんですよ、自分
じ ぶ ん

の

中
なか

で、どういう完成型
かんせいがた

になるのか。でも、

そのベースの音
おと

が入
はい

ったことで、すごい

楽
たの

しくなって。こんなに楽
たの

しかったのは

久々
ひさびさ

な感覚
かんかく

でしたね。 

なるほどね。 

沙我：でも、実
じつ

はこの 曲
きょく

、「閃光」の

後
あと

のシングルの選曲会
せんきょくかい

で、一回
いっかい

持
も

って

ってるんですよ。でも、ボツになったん

です。でも、今回
こんかい

浮上
ふじょう

したんです。 

ヒロト：だからこそ、アルバムの中
なか

では、

「閃光」の次
つぎ

に来
き

てるんです（笑）！ 

そうなの！？ 

ヒロト：はい（笑）。 

Nao：俺的
おれてき

には、その最初
さいしょ

の選曲会
せんきょくかい

のと

きに聴
き

いたときから、気
き

になってたし、

やりたいなって思
おも

った 曲
きょく

だったんです。

でも、周
まわ

りも結構
けっこう

最初
さいしょ

は躊躇
ちゅうちょ

してて。

でも、実際
じっさい

やりことになって、ドラムを

いれていくとき、いろいろと勉強
べんきょう

しま

したね。ブルースだって言
い

われて、ブル

ースのドラムを教
おし

えてもらったんです。

普段
ふ だ ん

はキックを入
い

れるところを、キック

を入
い

れずに我慢
が ま ん

するんです。なるほど、

そうするとこうなるんだ！的
てき

な発見
はっけん

がた

くさんあった１ 曲
きょく

でしたね。本当
ほんとう

にチ

ャレンジでしたね。しごかれた１ 曲
きょく

で

したね。 

歌詞
か し

はどんなことを意識
い し き

して書
か

いたの？ 

将：映画
え い が

みたいな歌詞
か し

にしたいなと思
おも

っ

て書
か

き始
はじ

めた歌詞
か し

でしたね。最初
さいしょ

にクラ

イマックスシーンを持
も

って来
く

る感
かん

じで。

だんだん過去
か こ

に戻
もど

っていくっていう。 

回想的
かいそうてき

なね。 

将：そうですね。その過去
か こ

があるからこ

そ、これからがあるっていう流
なが

れで書
か

き

ましたね。そういう書
か

き方
かた

は普段
ふ だ ん

あんま

りしないんで、すごく面白
おもしろ

かったです。 

そして。その「風凛」に続
つづ

くアルバムタ

イトル 曲
きょく

でもある「GEMINI-0」

「GEMINI-I」「GEMINI-Ⅱ」という大作
たいさく

へと流
なが

れていく訳
わけ

ですが。 

沙我：はい。この曲
きょく

を作
つく

ってた制作
せいさく

期間中
きかんちゅう

のある日
ひ

、岡野
お か の

さんから夜中
よ な か

の３

時
じ

とかに電話
で ん わ

あって、“ここ、どうした

らいいと思
おも

う？こうしたらどうかな？そ

したらもっと良
よ

くなると思
おも

うんだけど”



 

って（笑）。え？さすがに寝
ね

てたんです

けど……（苦笑
くしょう

）、的
てき

なエピソードもあ

りましたけど（笑）、それくらい岡野
お か の

さ

んも夢中
むちゅう

になって向
む

き合
あ

ってくれてたん

だと思
おも

うんですよね。それくらい大作
たいさく

で

す。 

なんと言
い

っても１２分
ふん

だからね……。み

るからに大作
たいさく

。これは最初
さいしょ

から、こいう

曲
きょく

を作
つく

ろうと試
こころ

みたの？ 

沙我：いや。正直
しょうじき

、“なっちゃった…

…”って感
かん

じでしたね（笑）。誰
だれ

もこん

な、買
か

ってまで苦労
く ろ う

はしたくなかったで

すよ（笑）。作
つく

っていくうちに止
と

まんな

くなっちゃって（苦笑
くしょう

）。自分的
じぶんてき

にも、

どうしてこんな 曲
きょく

作
つく

っちゃったのか解
わか

らないっていう（笑）。終
お

わり方
かた

はみえ

ていたんですけど、その終
お

わりに向
む

かう

までに、ここまでの時間
じ か ん

がかってしまっ

たっていう。でも、絶対
ぜったい

にこんなこと、

Alice Nine はやらないだろうなって思
おも

うと思
おも

うんで、だったら、とことん聴
き

く

人
ひと

を驚
おどろ

かせてやろうと思
おも

って。 

Nao：やろうと思
おも

われてないどころか、

自分
じ ぶ ん

でもこんな 曲
きょく

をやることになろう

とは思
おも

ってなかったっていう（笑）。ま

さかの展開
てんかい

でしたよ。なので、 驚
おどろ

きと

楽
たの

しみと半々
はんはん

でしたよ。出来上
で き あ

がった今
いま

、

３年後
ね ん ご

に、もう一度
い ち ど

こういう曲
きょく

をやっ

てみたいですね（笑）。作
つく

り終
お

わった今
いま

、

既
すで

に自分
じ ぶ ん

の中
なか

に課題
か だ い

が見
み

えてるっていう

（笑）、それうらい、簡単
かんたん

に満足
まんぞく

いく

完成型
かんせいがた

は出来
で き

ないっていうくらいの大作
たいさく

ですね。既
すで

に、今
いま

、リベンジしたい。 

それは後
うし

ろ向
む

きな言葉
こ と ば

ではなく、

向上心
こうじょうしん

としてね。 

Nao：そうそう。後
うし

ろ向
む

きな発言
はつげん

なら、

もうこんな 曲
きょく

二度
に ど

とやりたくないって

言
い

うと思
おも

うから（笑）。もっと経験
けいけん

積
つ

ん

で、こういう 曲
きょく

をやれたら、もっとい

いモノになるんだろうなって思
おも

うんです

よね。 

若
わか

いバンドには出来
で き

ないよね。 

Nao：一応
いちおう

、若
わか

い……つもりなんですけ

ど、ダメですか？ 

いいですよ（笑）。でも、まさに、プロ

グレッシブ・ロックだよね。 

虎：あははは。また調
しら

べたんだ（笑）。 

ヒロト：あははは。また Wikipedia

情報
じょうほう

（笑）？ 

虎：そう（笑）。プログレッシブ・ロッ

クとは。【プログレッシブとは本来
ほんらい

、

先進的
せんしんてき

、前衛的
ぜんえいてき

という意味
い み

だが、プログ

レッシブ・ロック・バンドのアルバムや

楽曲
がっきょく

は、●大作
たいさく

主義
し ゅ ぎ

傾向
けいこう

にある長時間
ちょうじかん

の 曲
きょく

、●歌
うた

が短
みじか

く演奏重視
えんそうじゅうし

で、インス

トゥルメンタルの楽曲
がっきょく

、●技巧的
ぎこうてき

で



 

複雑
ふくざつ

に構成
こうせい

された楽曲
がっきょく

、●芸術性
げいじゅつせい

を

重視
じゅうし

した曲作
きょくづく

り、●シンセサイザーや

メロトロンといった、当時
と う じ

の最新
さいしん

テクノ

ロジーを使用
し よ う

した楽曲作
がっきょくづく

り、●変拍子
へんびょうし

などの多用
た よ う

】だそうだね。 

ヒロト：ほとんどが当
あ

て嵌
は

まってるって

いう（笑）。でも、唯一
ゆいいつ

違
ちが

うのは、メロ

ディーはちゃんとあるってことかなと。 

そうだね。３ 曲
きょく

に同
おな

じメロディーが

存在
そんざい

してるしね。 

沙我：俺
おれ

らはプログレバンドではないの

で、とことんマニアックになりたい訳
わけ

で

はないし。そこはちゃんと意識
い し き

して作
つく

っ

たつもりですね。っていうか、まず、俺
おれ

、

プログレッシブ・ロックって知
し

らなかっ

たですからね。 

虎：俺
おれ

も、プログレッシブ・ロックを知
し

らずに、プログレやっちゃったって感
かん

じ

で。ジャンル的
てき

にはロックなんだけど、

まったくロックの中
なか

でも触
ふ

れてこなかっ

た世界
せ か い

だから、俺
おれ

の中
なか

では、HIP HOP や

るうような感覚
かんかく

だったんですよね。でも、

バンドとしてやっていることだから、す

ごく勉強
べんきょう

になったというか。今回
こんかい

やっ

てみて、プログレッシブ・ロックってこ

ういうもんなんだって知
し

れた感覚
かんかく

だった

んですけど、いままでは、プログレッシ

ブ･ロックって、すごく 難
むずか

しいイメージ

があったんです。最初
さいしょ

から、１２分
ふん

の

大作
たいさく

を作
つく

るって目
め

の前
まえ

に出
だ

されたら、た

ぶん出来
で き

てなかったと思
おも

うんですよ。で

も、徐々
そろそろ

に伸
の

びていった感
かん

じだったんで、

自然
し ぜ ん

に自分
じ ぶ ん

の体
からだ

の中
なか

に入
はい

ってきたって

感
かん

じだったんですよね。 

ヒロト：僕的
ぼくてき

にも、きっと１２分
ふん

ってい

う 曲
きょく

が最初
さいしょ

から目
め

の前
まえ

にあったら、

抵抗
ていこう

がなかった訳
わけ

はないと思
おも

うんですよ

ね。でも、本当
ほんとう

に、今
いま

、虎氏
し

が言
い

ったよ

うに、自然
し ぜ ん

と出来
で き

ていったって感
かん

じだっ

たから、そこまでの抵抗
ていこう

を感
かん

じなかった。 

沙我：１２分
ふん

の 曲
きょく

を出
だ

されて、抵抗
ていこう

が

ない方
ほう

がおかしいもんね（笑）。 

Nao：本当
ほんとう

に、さりげなく、さりげなく

伸
の

びていった曲
きょく

だったからね（笑）。

レコーディングしながら 曲
きょく

が作
つく

り上
あ

げ

られていってた感
かん

じでしたね。そこも

新
あたら

しかったですよ。岡野
お か の

さんも、夜中
よ な か

の３時
じ

に沙我くんに電話
で ん わ

するくらいです

からね（笑）。ホントに気合入
きあいはい

ってまし

たから（笑）。メンバー間
かん

でも、何度
な ん ど

も

何度
な ん ど

も話合
はなしあ

って、“ここはこうしてった

方
ほう

が良
よ

くない？”とか、“こここうして

みよっか！”とかって言
い

い合
あ

いながら作
つく

っていったんで、作業的
さぎょうてき

にもすごく楽
たの

し



 

んで出来
で き

たんですよね。煮詰
に つ

まることな

く。 

なるほどね。でも、この 曲
きょく

の中
なか

にも、

ちゃんとアルバムのテーマとなった

二面性
にめんせい

を感
かん

じるよね。将くんの歌
うた

うメロ

が１つの GEMINI で、楽器隊
がっきたい

が前面
ぜんめん

に

押出
お し だ

される間奏部分
かんそうぶぶん

が、もう１つの

GEMINI。これは、この 曲
きょく

だけに限
かぎ

らず、

今回
こんかい

、どの 曲
きょく

の中
なか

にも感
かん

じるよね。 

将：それは言
い

えると思
おも

いますね。 

沙我：たしかに。そこは意識
い し き

していた

部分
ぶ ぶ ん

だったと思
おも

いますね。 

「GEMINI-0」のろっく感
かん

と間奏
かんそう

のクリア

なアルペジオから賛美歌的
さ ん び か て き

な世界
せ か い

へと繋
つな

がる対極
たいきょく

さは、すごく 美
うつく

しいよね。

「GEMINI-I」へと流
なが

れるとこでは、また

ロック感
かん

が全開
ぜんかい

になるっていう、抑揚
よくよう

が

たまらなく胸
むね

にくる。 

ヒロト：個人的
こじんてき

には、そんなに長
なが

さを感
かん

じないというか。「GEMINI-0」と

「GEMINI-Ⅱ」のサビは結構
けっこう

前
まえ

から沙我

くんに聴
き

かせてもらってて、何度
な ん ど

聴
き

いて

もすごく良
よ

かったんですよ。それがあっ

たからこそ、 間
あいだ

にいろいろと入
はい

ってく

る流
なが

れを長
なが

いと感
かん

じさせないというか。

あのサビがなく、たちたちとただ長
なが

く

曲
きょく

を続
つづ

けていたら、すごく退屈
たいくつ

な 曲
きょく

に

なっていたよ思
おも

うし、わざわざここまで

長
なが

くする必要性
ひつようせい

も感
かん

じないし。すべては、

サビにあると思
おも

いますね、この 曲
きょく

は。 

そうだね。個人的
こじんてき

に、「GEMINI-Ⅱ」の

長
なが

め間奏
かんそう

もすごく好
す

きだったんだよね。 

沙我：きっと、聴
き

く人
ひと

それぞれが、好
す

き

な部分
ぶ ぶ ん

を見
み

つけてもらえる 曲
きょく

になって

るんじゃないかな。 

将くん。歌詞
か し

は大変
たいへん

だったんじゃない？ 

将：楽曲自体
がっきょくじたい

のスケールが大
おお

きかったん

で、歌詞
か し

のテーマも大
おお

きくなったという

か。でも、感
かん

じてもらったように、この

曲
きょく

の中
なか

には、生
せい

と死
し

っていう表裏一体
ひょうりいったい

の世界
せ か い

が存在
そんざい

するんです。生
せい

に絶望
ぜつぼう

して

いても、最期
さ い ご

だったり、死
し

を意識
い し き

するこ

とによって、現実
げんじつ

が光
ひか

り輝
かがや

いて感
かん

じる

ことが出来
で き

るという。今
いま

という時
とき

を大切
たいせつ

に生
い

きていこうっていうことを唄
うた

ってい

るんです。 

なるほど。コーラスのファルセットとか、

すごく印象的
いんしょうてき

だったな。すごく音
おと

と

歌詞
か し

に自分
じ ぶ ん

を沈
しず

めて聴
き

けたというか。 

将：歌
うた

うときも、演劇
えんげき

のような感覚
かんかく

で歌
うた

ったんです。演
えん

じるような感覚
かんかく

で。綺麗
き れ い

に歌
うた

えばいいだけの 曲
きょく

ではないから、

ワンシーンごとを、大切
たいせつ

に演
えん

じていくイ

メージで歌
うた

っていったんで、聴
き

いてくれ

く人
ひと

にも、演劇
えんげき

を見
み

ているような感覚
かんかく

で、



 

受
う

けとめてもらえたら嬉
うれ

しいなと思
おも

いま

すね。 

そうだね。虎が言
い

ったように、プログレ

ッシブ・ロック＝ 難
むずか

しい 曲
きょく

というよう

なイメージは取
と

り払
はら

ったところで、自然
し ぜ ん

に受
う

けとめて欲
ほ

しいよね。 

虎：ですね。１２分
ふん

だし、間違
ま ち が

いなく

大作
たいさく

ではあると思
おも

うけど、ちゃんと意味
い み

のある１２分
ふん

という長
なが

さだから、自然
し ぜ ん

に

聴
き

いてもらえると思
おも

いますね。 

Nao：しかし、ライヴでやることを考
かんが

え

ると、ちょっとまだ想像
そうぞう

つかないとね

（笑）。もうちょっと練習
れんしゅう

を重
かさ

ねてか

ら、ライヴでは披露
ひ ろ う

したいですね。 

たしかに。ライヴでやるとなると、

体力
たいりょく

のいる 曲
きょく

ではあるからね（笑）。

そして、ラストの「birth in the 

death」。この 曲
きょく

も、すごくラストって

いう印象
いんしょう

の強
つよ

い１曲
きょく

だったけど。この

曲
きょく

はラストを意識
い し き

して、ここに置
お

かれ

た曲
きょく

だったの？ 

沙我：ですね。この曲
きょく

は最後
さ い ご

に置
お

くし

か置
お

き場
ば

がないだろうっていう 曲
きょく

でし

たね。この 曲
きょく

が真
ま

ん中
なか

あたりにあった

ら、もう次
つぎ

の曲
きょく

、誰
だれ

も聴
き

きたくなくな

っちゃうんじゃないかって思
おも

いますから

ね（笑）。それくらいラストが似合
に あ

う

曲
きょく

だと思
おも

います。この 曲
きょく

は、また、と

ことん Alice Nine らしくないことをや

ろうと思
おも

って作
つく

った 曲
きょく

なんです。

「GEMINI-0」から「GEMINI-Ⅱ」まで、

これ以上
いじょう

なくドラマティックな楽曲
がっきょく

の

次
つぎ

に、すごく無感情
むかんじょう

な曲 調
きょくちょう

を、敢
あ

えて

持
も

ってきてやろうと思
おも

って。 

まさに、対極
たいきょく

。 

沙我：そうなんですよ。「GEMNI-0」～

「GEMINI-Ⅱ」みたいな 曲
きょく

をやったバン

ドが、「birth in the death」みたいな

楽曲
がっきょく

は絶対
ぜったい

作
つく

らないと思
おも

うんですよ。

そこを敢
あ

えて並
なら

べて置
お

くっていう。そこ

の面白
おもしろ

さも考
かんが

えて、この 曲
きょく

をラストに

置
お

いたんです。 

この 曲
きょく

も、オープニングナンバーであ

る「I.」と同
おな

じく、そこまでバンドサウ

ンドにこだわったモノではないように思
おも

うけど。 

沙我：ですね。Nao さんなんて、頭
あたま

何分
なんぷん

かは居
い

ないですからね（笑）。ライ

ヴでやるときはどうしようかと思
おも

って

（笑）。 

ヒロト：曲
きょく

の途中
とちゅう

でふらっと登場
とうじょう

して、

自然
し ぜ ん

に叩
たた

き出
だ

すっていうのでも、いいん

じゃないかな。それ、絶対
ぜったい

カッコイイを

思
おも

うんだけどな。 

Nao：いいよ、それ。すごいカッコイイ

と思
おも

う。それでいこうよ！ 



 

虎：じゃぁそれで（笑）。っていうか、

この曲
きょく

、何気
な に げ

に難
むずか

しいんですよ。ギタ

ーも、そんなに 難
むずか

しいことやってる訳
わけ

ではないんだけど、ずっと単調
たんちょう

なフレ

ーズがループしてて 難
むずか

しいんです。テ

ンションを高
たか

くして頑張
が ん ば

る曲
きょく

じゃない

っていうか。ずっと同
おな

じアルペジオをひ

き続
つづ

けているんで、弾
ひ

いてる最中
さいちゅう

に、

自分
じ ぶ ん

がどこをどうやって弾
ひ

いているのか、

解
わか

らなくなってきちゃうよいうか。 

沙我：ずっとアルペジオ弾
ひ

いてるからね。 

ヒロト：たしかに。でも、個人的
こじんてき

に、こ

の曲
きょく

は今回
こんかい

のアルバム 曲
きょく

の中
なか

で、デ
でも

段階
だんかい

から、一番
いちばん

やりたい！って思
おも

った

曲
きょく

でしたね。自分
じ ぶ ん

の 体
からだ

の周波数
しゅうはすう

と合
あ

う

んですよ。 体
からだ

が求
もと

める 曲
きょく

というか。 

Nao：おっ。体
からだ

が求
もと

めちゃう感
かん

じ（何故
な ぜ

か喜
よろこ

ぶ）？ 

ヒロト：そう。そこ重要
じゅうよう

だよね。 

将：そこ重要
じゅうよう

です。 

沙我：重要
じゅうよう

です。 

虎：ですね（笑）。 

沙我：あと、この曲
きょく

、衝撃
しょうげき

の事実
じ じ つ

が！

なんと、俺
おれ

、ベース弾
ひ

いてないです。こ

の曲
きょく

のベース、打
うち

込
ご

みなんですよ。元
もと

かそうじようと思
おも

っていた訳
わけ

じゃなく、

レコーディングでは生
せい

で弾
ひ

いたんですけ

ど、結果
け っ か

、要
い

らないかなってことになっ

て、打込
う ち ご

みにみにしちゃったんです。だ

から……ライヴでどうしましょうね。 

ライブでは弾
ひ

いたらいいんじゃない

（笑）。 

ヒロト：それか、Nao さんなんかすると

かね（笑）。 

将：沙我くんと Nao さんは、この曲
きょく

を

ライヴでやってるとき、生
せい

で映像
えいぞう

に

出演
しゅつえん

してくれるってのはどう？ 

ヒロト：いいね。２
ふ

人
たり

に、パフォーマン

スで、【生
せい

と死
し

】を演
えん

じてもらうように

しよっか（笑）。 

そんなことされたた、曲
きょく

に入
はい

り込
こ

めな

くかっちゃうよ（笑）。歌詞
か し

も深
ふか

いもん

ね。 

将：そうですね。歌詞
か し

は暗
くら

めですね。サ

ラッと語
かた

れない感
かん

じの内容
ないよう

ですね。

「GEMINI-0」～「GEMINI-Ⅱ」もそうな

んですけど、深
ふか

く語
かた

り出
だ

したら、パーソ

ナル・インタビューでも足
た

りないくりに

なっちゃうんで。流
なが

れ星
ぼし

のように瞬
またた

い

て消
き

えていくっていう、人
ひと

の人生
じんせい

を

客観的
きゃっかんてき

に見
み

てる自分
じ ぶ ん

っていう。ずっと

歌
うた

い続
つづ

けてきた、一番
いちばん

自分
じ ぶ ん

が言
い

いたいこ

とが集約
しゅうやく

された歌詞
か し

でもありますね。

このアルバムの 曲
きょく

たちをライヴで聴
き

い

たら、また、音源
おんげん

で聴
き

いたときの印象
いんしょう

を違
ちが

うを思
おも

うので、早
はや

くライヴでやりた



 

いですね。そこで、またはっきりとその

先
さき

がみえてくるんだと思
おも

います。 

沙我：今
いま

は、自分
じ ぶ ん

たち的
てき

にも、そんな

新
あたら

しい自分
じ ぶ ん

たちを知
し

っていける瞬間
しゅんかん

が

楽
たの

しかったりもするので、このアルバム

ももちろん、今後
こ ん ご

の Alice Nine に期待
き た い

してもらえたらなと思
おも

いますね。 

 


